
様式６－２

項目 評価

経済性 ◎

工程 ◎

品質
出来形

○

安全性 ◎

施工性
維持管理性 ◎

環境 ○

その他

活用上の
留意点

所属部課 東日本支店

会 社 名

高い柵高にすることが可能で、雪庇
処理の頻度が減少する。

□：従来技術と比べて同程度
◎：優れている　　　○：やや優れている

株式会社プロテックエンジニアリング

地山の凹凸により支柱位置の調整・
再検討が必要。

事 後 評 価 表

施工年月

発注機関

工 事 名

施 工 地

ｸﾚｰﾝ規格が小さくでき、交通
への影響が少ない。道路に
沿って設置でき、景観に調和。

長岡地域振興局地域整備部
柏崎高浜堀之内線　楢木雪崩予防柵設置その２工事

長岡市山古志南平　地内

比較した
従来技術

Ｔ Ｅ Ｌ 025-278-1560

△：やや劣っている　　　×：劣っている

アンカー本数減少により、経済
性が大幅向上。また、維持管
理面で雪庇処理経費を削減。

アンカー本数、足場が少ない
ため、工程は大幅に短縮。

アンカー本数が少なく、品質・
出来形管理頻度は減少。出来
栄えが良い。

担 当 者 大竹　奨

熟練作業が不要であり、施工
性が向上。また、維持管理面
で雪庇処理が不要であった。

新技術問い合わせ先

スノーネット
※既存のｸﾞﾗﾝﾄﾞｱﾝｶｰに影響しない工法

評価内容

事後評価結果

技術名　　

機材の運搬が少なく、上下で
同時作業が無いため、安全性
は大幅に向上。

平成29年12月

L=26.0m施工数量

登録 No.

22D1007

新技術の概要

崩壊土砂・落石防護柵工法　スロープガードフェンス

施工内容

急傾斜地の土砂崩、落石、雪崩から民家や道路を防護
する防護柵である。鋼管内部に小口径鋼管を束ねて配
置したモルタル充填支柱は、軽量で高耐力・高靭性で
あり、安全性が高く現場での支柱本数を減少すること
で工程短縮・コスト縮減ができる。
軟弱地盤等では、支柱を杭構造一体とすることができ、
施工性・経済性に優れる．

追跡調査年月 平成30年2月、5月



様式６－２

項目 評価

経済性 ◎

工程 ◎

品質
出来形

◎

安全性 ○

施工性
維持管理性 ◎

環境 ○

その他

活用上の
留意点

所属部課 東日本支店

会 社 名

高い柵高にすることが可能で、雪庇
処理の頻度が減少する。

□：従来技術と比べて同程度
◎：優れている　　　○：やや優れている

株式会社プロテックエンジニアリング

事 後 評 価 表

施工年月

発注機関

工 事 名

施 工 地

道路に沿って設置でき、透過
性が良いため、景観に調和す
る。

長岡地域振興局地域整備部
国道２９１号 小松倉せり出し防止柵設置工事

長岡市山古志東竹沢　地内

比較した
従来技術

Ｔ Ｅ Ｌ 025-278-1560

△：やや劣っている　　　×：劣っている

アンカー本数減少により、経済
性が大幅向上。また、維持管
理面で雪庇処理経費を削減。

アンカー本数が少ないため、
工程が大幅に短縮。

部材が工場製作のため、バラ
ツキが少なく、一連配置のた
め、出来栄えが良い。

担 当 者 大竹　奨

熟練作業が不要で、施工性が
大幅向上。また、維持管理面
で雪庇処理が不要であった。

新技術問い合わせ先

鋼製雪崩予防柵

評価内容

事後評価結果

技術名　　

斜面上での掘削作業等が少な
く、転落事故や重機災害の危
険性が減少。

平成29年10月

L=53.0m施工数量

登録 No.

22D1007

新技術の概要

崩壊土砂・落石防護柵工法　スロープガードフェンス

施工内容

急傾斜地の土砂崩、落石、雪崩から民家や道路を防護
する防護柵である。鋼管内部に小口径鋼管を束ねて配
置したモルタル充填支柱は、軽量で高耐力・高靭性で
あり、安全性が高く現場での支柱本数を減少すること
で工程短縮・コスト縮減ができる。
軟弱地盤等では、支柱を杭構造一体とすることができ、
施工性・経済性に優れる．

追跡調査年月 平成30年2月、5月




